
シーン２
「うぁあああ……

恥ずかしかった、恥ずかしかったぁ」

「冷静になって考えると自分の愛液段ボールに詰めて送るなんて……

ふぁぁああ。運送会

社の人にバレてないよね。顔ずっと真っ赤だったけど、片言でやりとりしちゃったけどぉ

……

」
「うう、ポイントにつられて返送サービス使わないほうがよかったかな……

でも、使用後

の触手くんとか愛液とか全部専用段ボールに詰めて送り返したら次に使えるポイントいっ

ぱいもらえるし、触手くん２０分経ったら動かなくなってトイレに流すとか生ごみに捨て

るとかはちょっとないし」

「あ、返送したら基本セットがこんなに安くなるんだ」

「愛液とかの後処理用の触手さんもついてるからあれだけやっても後片付け楽だったし…
…

お父さんとお母さんがいない日は次の月の……

」



「基本セットの触手の素も初心者セットと変わらない？　ちょっとこっちの方が大きいか

な。基本セットから射精機能もあるんだよね。精子ローションって書いてあったから本物

じゃないと思うけどどんな感じなんだろ」

「そ、それじゃあ、ぬるま湯を用意して……
」

「よし、あとはよだれと素をぽちゃんと」

「え、ひゃっ……

わわわ、すごいおっきくなったサイトでみるのと実物だと迫力がちがう

ね。クッションタイプってあったけど私よりおおきいんじゃ？　ぷにぷにでこの子もあん

なに硬くなるのかな」

「触手も太くなってる。これなんてわたしの腕ぐらいある……
触手くんというより触手さ

ん？　よ、よろしくおねがいします……

って、私はおもちゃ相手に何言ってるんだろう」

「……

ええっと、どっちから行こうかな？」

「前からは……

うん、まだちょっと勇気がないや。クッションに座るみたいにお尻からで

も大丈夫だよね」

「んっ……

あ、はぁっ……

ねちょって……

はぁ、はぁ♡　触手さんの感触で私、もうドキ

ドキしちゃってる」

「あ♡　ん♡……

はぁ、はぁ♡……

んぁ♡　ちょっと怖かったけど最初はやさしくしてく

れてる。ん♡　はぁ、はぁ♡……

お尻が触手につつまれて、ん♡、いろんなところじっく

り舐めてっんぁ♡　触手さんの匂い前より強いのにすごくエッチなにおいで、んちゅ♡ 

はまっちゃうかも♡」



「ハァ、ハァ♡　くちゅくちゅ音……

んっ♡　お汁もういっぱい出ちゃってるよぅ♡」

「ふぁ、ディルドみたいな触手さんに、歯ブラシをおっきくしたような触手さん、硬くっ

てつぶつぶつがいっぱいついてる触手さん……

あ、も、もしかして入れちゃうの、わたし

のあそこに入れる触手さんを選ぶの？　わ、わわ……

みんなとろとろでおっきくて、ん♡ 

こんなの入れたら……

そ、それじゃあこの先っぽや途中にちっさな触手さんがうねうねし

てるの、かな」

「ああ、太くて♡　硬ぁい♡　ディルドでもこんなの入れたことないのに、わたしすっご

くドキドキしてる……

あ、んぁ♡！！……

ん♡　んん♡　ふぁっ♡！！……

ん！　ふぅ

♡！　ふぅっ♡！！……

はふ、ん♡」

「んちゅ♡　これ入っちゃうんだ……

はむ♡　このちっちゃな触手さんで中、っん♡　広

げながら♡　ふぁっ♡　初心者セットの触手くんであんなんなっちゃったのに……

んぁ♡ 

ハァッ、ハァッ♡！！　ふぁッ♡♡！！……

ん！　ふぅ♡！　ふぅっ♡！！……

はふ、ん

♡……

ッぅあ！」

「んひゃ♡　んぁああ♡！！　急に激しくっ♡　でも、触手さんのなめなめ好き♡！？」

「くぅっ！　ん♡　んふぅ♡！！……

ごくっ、んぁ♡　ふぁっ♡！！……

んっ、んぁっ、

はぅ……

あ、あっ♡　触手さんもなめなめお返し。ちゅ♡　どんどん硬くなってる。ふぁ

あ♡　おっぱいではさんでぱ、パイズリっていうんだよね……

んちゅ♡　さきっぽにキス

するのとってもエッチ♡　んあ♡　ん♡　そこ、お口はおマンコじゃないのにぃ♡　あむ

♡　触手さんの粘液のむとどんどんエッチになっちゃって……

最初はこっちでもいいか」

「んちゅぼっ♡……

ん、ん♡……

んふー♡……

ふー、ふー♡　　♡　れろ、れお♡　ん、

ん♡……

んー、んー♡……

ぷっは♡　息つらいのに頭ポーっとしちゃって……

んぶっ♡ 

んぉ♡　ん♡　んん”

♡」



（わたしすっごい声出してる♡　家には誰もいないけど、外に漏れてたら♡　ダメなのに

とまらない）

「じゅぽっ♡　じゅる♡　じゅるるっ♡……
んぁ♡　んー！？……

ん、んっ♡……

じゅる

るるっ♡　んぁ♡」

（お口の中で先端がおっきくなってるのわかる♡　やっぱりあれだよね。触手さんの中に

せーしたまってきてるんだよね。本物の精液もこんな匂いなのかな。こんなに臭いのに

エッチで興奮しちゃって、触手さんの精子もっと欲しくなっちゃう）

「ん”

♡　ん”－

♡……

じゅぼ、じゅっぽ♡　んふぅ♡……
じゅる♡　ん、んん”

♡ 

ん”

っーーーー♡♡♡！！？？」

（触手さんのせーし出てるぅ！？　先っぽのちっさい触手さんの穴からびゅるるるって♡ 

お口の中いっぱい！？　息できない♡　喉が勝手にごきゅごきゅ飲んじゃってる♡　わた

し触手さんに喉の奥に出されながらイっちゃうぅぅ♡♡！！？）

「ぷっはぁ♡　あひっ♡　射精すごかった……

これ私のあそこで出しちゃうんだよね。ど、

どうなっちゃうんだろう。んぁ♡　想像しただけでおまたキュンってなっちゃう」

「んちゅ♡　触手さんのせーし白くてどろどろですっごくエッチなにおい。お、男の人の

せーしもこんなかんじなのかな……

ちゅぱっ♡　すごい匂いなのにもっと欲しくなっちゃ

う♡」
「はぁ、はぁっ♡　体熱い……

でも気持ちよくて、れろっ、ちゅぱ♡　せーし美味しい

♡」



「あ、触手さんあんなに出したのにガチガチでとろとろで準備できてる♡　いいよ。今度

はこっちでいっぱいついて気持ちよくして♡」

「はぁ、はぁー……

あ、んぁ……
ん、んんっ♡　これ、んぁっ♡」

「足に力がはいりゃな……

あっ、んぁあああ！？」

「……

ふぅ、ふぁっ……

じゅぼって入っちゃった♡　ああ、お腹の中、いっぱい♡」

「あ、んあっ♡……

ん♡……

ふー、ふー♡」

「んぁ♡　中でちろちろなめてるのわかる♡　ん、はぅ♡　んぉっ♡　もうこれだけでイ

きそう……

これで動いたらどうなっちゃうんだろう」

「あっ♡　触手さんっ♡　んきゅっ♡　突いてきてっ♡」

「ふぅ♡！　ふぅっ♡！！……

はふ、ん♡……

ッぅあ！……

ハァ、ハァ♡　ハァッ♡！！

……

ひぅっ♡　じゅぼじゅぼ感じちゃうぅ！？　あん♡　あん♡　あん♡　ああ♡♡」

「しゅごい♡　しゅごい♡　触手チンポ、私の中の気持ちいいところ全部こすって♡　な

めて♡　ぐちゅぐちゅに溶かしちゃってる♡」

「あ、あ♡　あああっ♡　腰の動きっ♡　触手さんに合わせてっ、んあああ♡　これ、

ぜったいオナニーじゃ♡　でも止まらない♡♡♡！！！」

「はふ、ん♡……

ッぅあ！……

ハァ、ハァ♡　ハァッ♡！！……

はぁ♡　はぅ……
イ

くぅっ♡♡！！……

ん♡……

あ、あっ、あー♡……

ふぐぅ♡」

「イくぅっ♡　んぁっ♡　すぐにイっちゃううううぅ♡♡♡！！！」

「イっくぅっっーーーーーーーー♡♡♡！！！」



「はぁっ、はぁ♡　はぁ♡……
しゅごかったぁ。はまっちゃいそう」

「まだ時間半分ぐらいなのにT
シャツぐしょぐしょになるぐらい、汗だくで……

うわービ

ニールプールに水たまり出来てる……
これ、半分ぐらいわたしの、だ、出しちゃったやつ

だよね……

はぁ、はぁ……

」

「でもまあすっごい気持ちよかったし。少し休んだらもう一回ぐらい、シてもいいかな？ 

ふぅ……

はぁ、はぁ……

」

「え、触手さん？　まって、その粒粒がいっぱいついたおっきな触手は……

」

「それに、その吸い口のついた触手見たことあるような……
え、ええ！？」

「待って！？　全部いっぺんは無理！？　んひゃ♡　乳首こりこりしちゃだめぇ♡

♡！！？　しゅこしやすませてぇ！？」

「ふぁああ♡　触手さんに全身なめまわしゃれっ♡　あ、ああ♡　ああああ♡♡！！！」

「んんん”

っ♡　イった後だからっ♡　身体ぁ、敏感になってるのにぃ♡！！」

「あは♡　ふぁ、ふぁあ♡　んぁああ♡　ん♡　んん♡　ふぁっ♡！！……
ハァッ、

ハァッ♡！！　ふぁッ♡♡！！……

ん！　ふぅ♡！　ふぅっ♡！！……

はふ、ん♡」

「クリトリス吸いながら♡　触手チンポ出し入れ♡　無理無理！？　飛んじゃう、気持よ

すぎて頭飛んじゃうからぁ♡」

「またイっちゃうぅ！？　触手さんにいっぱいイかされちゃうの♡！！！」

「んん♡……

あ、あっ、あ、あっ、あー♡……

ふぐぅ♡……

フゥ、フッー……

ん♡　んん

♡　ふぁっ♡！！……

ハァッ、ハァッ♡！！　あっ♡　んぉお♡　ズンズンッって……

触

手さんが♡　太くなって中、なにか上って♡　あ、もしかして……

」



「んちゅ♡　こっちの触手さんもぱんぱんになって♡　れろ♡　この匂い……

ふぁ、せー

しの匂い？　すっごく濃くなってる♡」

「触手さん射精しちゃうの♡……
あは、射精して、中にも外にもお口にもいっぱい触手さ

んのせーし出してイかせてください♡♡♡！！！」

「ん、ん”

っ、んん”

っん”－－－－－－

♡♡♡！！！」

「ぷっは♡　んくぅ…

♡　はぁ、はぁ♡　触手さんの射精すごかったぁ♡　中もそともド

ロドロ……

せーしの匂いこんなに臭いのに、癖になっちゃう匂い……

はぁ、はぁ……

ふぁ

♡」「ドロドロでねちゃっとしてて……

これローションだよね。精液っぽいローションって説

明には書いてあったけど……

臭いのにあんまり嫌じゃなくて、もうちょっとほしかったか

な。でも、触手さん出し切っちゃって、くたっとしちゃったか……

」

「ちゅ♡　気持よかったよ……

触手オナニーはまっちゃったかも」


